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構造や動きの特徴などを個々に解説してゆく 。 と音を立てながら回転してゆく 。4パターンで一巡するよ
うに描かれているため、パラパラマンガのように模様が
I.PULL TOY-A 動いて見える。



















ウォ ルナ ッ ト、 プナ
6速の列車型のPULL TOY。個々の車体の中央に車輸が
あるため、 ち ょ っ としたきっかけで前傾になったり後傾
になったり する 。 しかし、通常紐をヲ｜く方向は、斜め上向
きになるため、車体の傾きは固定されたまま引っ張られ
て しま う。それを防ぐために。先頭の車体の前部に錘を入
れて， 5 1 く カが弱まると前傾になるようにした。こうする
ことに よ って引く力の微妙な変化で、車体が前傾後傾を












続的に転がる 。音と動き が合体した遊具になる 。英語の
“oblique＇『（斜めの、傾いた）から命名。
6.0BLI-B 
｢ 100ﾗ165mm 
ブナ、カリン、ラミン、金属球
OBLI-Aの車軸の中に収まる円柱形のブロックの代わ
りに、スムーズに移動する金属球を入れたもの。移動が顕
著なので、車軸をそのまま伸ばし車輸を貫かせ、よりダイ
ナミックな移動を叶えた。金属球の場合、重さの移動があ
るため、動きに緩急ができ、OBLI-Aとは、また違ったもの
になった。
（すべて2000年制作）
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